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テーマセッション「オープンサイエンス～研究資源と研究体制のオープン化～」
2016 年 4 月から始まった第 5 期科学技術基本計画では「オープンサイエンスの推進」が明記され，研究のオープン

化が重要な課題となっています．そこで，研究のオープン化に関連する発表を広く募集します．
第一に，研究資源のオープン化にかかわる発表です．具体的には，研究用データセットや基盤的ソフトウェアをオー

プン化し，使いやすい形で提供することにかかわる発表です．例えば，データ品質向上のための前処理やメタデータ付
与，アルゴリズムの工夫など，プロセスやノウハウに関する知見は従来の論文形式では共有しづらい傾向がありまし
た．そこで，データベース（データセット）やソフトウェア自体を成果とみなすデータ論文・ソフトウェア論文を募集
し，関連する知見を積極的にシェアしていきたいと考えています．

第二に，研究体制のオープン化にかかわる発表です．具体的には，同分野の研究者との共同研究にとどまらず，異分
野の研究者や企業，専門家，市民などと協働してオープンなイノベーションを目指す研究などにかかわる発表です．例
えば，人文学と連携するデジタル・ヒューマニティーズや，生物学と連携するバイオイメージ・インフォマティクスな
ど学術分野を越えた連携，そしてクラウドソーシングや市民科学など学術と社会が連携するタイプの研究は，従来の成
果発表の場には収まりづらい傾向がありました．そこで，こうしたオープンな体制に基づく研究にかかわる論文を募集
し，新しい可能性を積極的にシェアしていきたいと考えています．

また，通常の口頭発表に加えて，ショートペーパーも募集します．特にデータやソフトウェアに関する原稿では，従
来の論文のスタイルにとらわれず，貢献のポイントを簡潔に記述した原稿も歓迎します．シェアする価値のある記録を
きちんとドキュメント化する機会としても積極的に御活用下さい．なおショートペーパーを選択した場合，口頭発表の
時間は短くなる可能性があります．

なお，テーマセッションとともに，一般セッションの発表も募集しております．皆様の積極的な御投稿，御参加をお
待ちしております．
テーマ担当：北本朝展（NII）・仙田修司（NEC）・新田直子（阪大）・三輪祥太郎（三菱電機）・岡部孝弘（九工大）
【発表申込先】

下記研究会発表申込システムからお申し込み下さい．
http://www.ieice.org/ken/program/index.php?tgid=PRMU

【問合先】
舩冨卓哉（奈良先端大）

TEL〔0743〕72-5281，FAX〔0743〕72-5289
E-mail：prmu-organizer@mail.ieice.org（PRMU 研究会幹事宛）


